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 代 表 者 名 取締役社長 西 田 明 男 
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 問 合 せ 先 常務取締役  財務担当 

辻    慧 
  T E L ( 0 3 ) 3 4 8 1 - 7 2 0 3 

平成 19 年３月期 業績予想の修正および特別損失の計上に関するお知らせ 

平成 18 年11月 10 日に公表しました平成19年３月期(平成18 年４月１日～平成 19 年３月31 日)通期の

業績予想を下記のとおり修正いたします。 

記 
   

１．平成 19 年３月期通期連結業績予想数値の修正(平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 19 年 3 月 31 日) 
 (単位：百万円、％)

   売   上   高 経  常  利  益 当 期 純 利 益  

 
前回発表予想(Ａ) 

（平成18年 11月10 日 発表） 48,000 1,600 1,200  

 今回修正予想(Ｂ) 45,800 1,200 970  

 増減額(Ｂ－Ａ) △2,200 △400 △230  

 増減率（％） △4.6 △25.0 △19.2  

 前期（平成 18 年 3 月期）実績 46,249 1,822 △3,973  

 (参考)１株当たり予想当期純利益（通期）16円 63 銭  
   

 ２．平成 19 年３月期通期単体業績予想数値の修正(平成 18 年 4 月 1 日 ～ 平成 19 年 3 月 31 日) 
 (単位：百万円、％)

   売   上   高 経  常  利  益 当 期 純 利 益  

 
前回発表予想(Ａ) 

（平成18年 11月10 日 発表） 38,300 500 300  

 今回修正予想(Ｂ) 36,800 120 △420  

 増減額(Ｂ－Ａ) △1,500 △380 △720  

 増減率（％） △3.9 △76.0 －  

 前期（平成 18 年 3 月期）実績 36,587 379 △5,645  

 (参考)１株当たり予想当期純利益（通期）△ 7 円 20 銭  
   

 

３．理 由 

  売上高につきましては、スキー・スノーボードウエアをはじめ秋冬物重衣料関連商品が記録的な暖冬の影
響から当初予想を下回る見込みとなりました。 

  利益面では、アウトドア関連事業は引き続き好調であったものの、ウインタースポーツ関連商品をはじめ
全般的な秋冬物の販売不振に加え、アスレチックウエアマーケットの競争激化でシーズン中のマークダウン

及び在庫処分損が発生したため、経常利益、当期純利益共に当初予想を大幅に下回る見込みとなりました。

  なお、単体においては上記に加え、関係会社株式評価損（約 360 百万円）等の特別損失を計上する予定で
あることから、当期純損失となる見込みであります。 

 

 
＜業績等の予想に関する注意事項＞ 

この資料に記載されております業績等の予想数字につきましては、現時点で得られた情報に基づいて算定しております
が、実際の業績等は、当該予想と異なる場合があることをご承知おきください。 

 

                                         以 上 

 


